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要旨：千葉県房総半島南部にはミツバツツジ節の１種であるキヨスミミツバツツジがミツバツツジと共に自生している

が，盗掘等によって個体数の減少が問題となっている。ミツバツツジ節は容易に交雑し雑種を形成しやすい。そこで，

種の保存という観点から純粋なキヨスミミツバツツジを増殖するため，さし木によるクローン増殖を試みた。これまで

行ってきたさし木試験によって発根率の高いさし付け条件を見出すことができたが，さし木の成功には発根率のみでな

く発根個体における発根本数も重要である。しかし，発根本数の多寡が何に起因しているのかは未検証であることから

不明である。そこで本研究では，さし穂の長さが発根に与える影響を検討するため，さし穂の長さを計測し，発根の有

無が穂の長さで異なるかを調べた。発根率の結果から，若齢個体では発根した穂の前年枝は未発根の穂より長く，成熟

個体では長さに違いが見られなかった。発根本数の結果では，若齢個体で前年枝長と発根本数に正の相関があったが成

熟個体では相関関係は認められなかった。以上から，穂の長さが発根率だけでなく発根本数に影響を与えていることが

示唆され，さし穂の母樹齢によって異なる傾向が示された。 
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Ⅰ はじめに 

 キヨスミミツバツツジ（Rhododendron kiyosumense 

Makino）はミツバツツジ節の１種である。分布域は房総

半島，三浦半島，伊豆半島，紀伊半島など本州南岸の海洋

性温暖地域に隔離分布しており，千葉県のキヨスミミツバ

ツツジは房総半島南部の尾根沿いの乾いた岩場，里山の雑

木林にミツバツツジと共に自生している（小林ら（３））。

本種は園芸的価値が高く（古賀ら（４）），房総のキヨスミ

ミツバツツジは 1960 年代から盗掘による個体数の減少が

問題となっている。そのため千葉県では要保護生物に指定

し（千葉県（１）），本種の保全を行っている。 

 キヨスミミツバツツジとミツバツツジは容易に交雑し，

雑種を形成しやすい（上地ら（２））（小林ら（３））。種の

保全という観点から，純粋なキヨスミミツバツツジを増殖

する必要がある。そのためにはさし木といったクローン増

殖が有効である。一般に常緑性ツツジ類のさし木は発根が

容易であるが，落葉性のミツバツツジ類は難発根性とされ

（町田（５）），さし木増殖方法は確立されていない（小林

ら（３））。そこで筆者らは2010～2015年にさし木試験を

行い，発根率の高いさし付け条件を見出すことができた

（里見ら（７））。一方，さし木の成功には発根率以外に，

発根個体における根の本数や状態も重要とされる（大平ら

（６））。しかし，根の違いが何に起因するのかはこれまで

明らかではなかった。そこで本研究では，さし穂の長さが

発根に影響するという作業仮説のもと，穂長と発根率およ

び発根本数との関係を調べた。 

 

Ⅱ 材料と方法 

 さし付けは2015年７月22日に行い，前日にさし穂を採

取し，荒穂の状態で切り口を十分に湿らせた水苔で包み，

低温湿層処理を約５℃で一昼夜行った。前述した通り，ミ

ツバツツジ節は難発根性であることから，植物ホルモンで

あるオーキシンを含む市販のオキシベロン液剤を使用し

て発根促進処理をした。処理条件は，さし付け直前にオキ

シベロン原液（IBA0.4％）に５秒間浸漬と 40 倍希釈液

（IBA0.01％）に３時間浸漬の２通りとしたが、結果とし

て処理の違いで発根率および発根本数に有意差は認めら

れなかったため（χ２検定，ｐ＞0.05）（里見ら（７）），本

研究では両者を区別しなかった。摘葉はさし付け直前に，

大葉（約５cm2）１枚を残して残り全てを除去した。さし
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床は鹿沼土を敷き詰めたプランターを使用し，底部に中粒，

上部に細粒を敷き詰め十分に潅水したものを用いた。さし

付け方法はミストさしとした。さし木床の上部をトンネル

状に不織布とビニールで覆いビニールトンネルとし，トン

ネル頭頂部のビニールには通気のため，１m ごとに直径

10cmの穴をあけた。潅水はさし床に散水ホースを設置し，

自動潅水装置を使用して４時間ごとの潅水を行った。高湿

度状態を安定的に維持するため，１回当たりの潅水時間は

５分とした。また，日除けとして遮光率60％の遮光ネット

でさし木床全体を覆った。 

さし穂は，推定70年生以上の成熟個体と推定15年生の

若齢個体の２個体から各 60 本を採取した。これまでの試

験結果から７月にさし付けた場合では，当年枝のみをさし

付けてもほとんど発根しないことから（里見ら（８）），当

年枝と前年枝を含ませて採穂した（図－１）。さし穂の長

さは，さし床の土中に埋まる部分は前年枝のみであるため，

前年枝長のみを計測した。 

 発根調査はさし付けから約３か月後の11月初旬に行い，

全てのさし穂を掘り出し，発根の有無の判別と穂ごとの発

根本数を測定した。 

 

Ⅲ 結果と考察 

 図－２に発根と前年枝長の関係を示した。成熟個体では

発根した穂と未発根の穂で長さの違いは見られなかった。

一方，若齢個体ではｔ検定により 0.1％水準で発根した穂

と発根しなかった穂との穂長に有意差が認められた。次に

発根した個体における発根本数と穂長の関連では（図－

３），若齢個体で穂長が長いほど発根本数が多く，弱いな

がらも正の相関（ｒ＝0.36）が有意な結果（ｐ＜0.001）で

示された。一方，成熟個体では相関がなかった（ｐ＞0.05）。

穂長が長いほど発根に影響を与えている可能性が高いと

考えられたが，若齢個体と成熟個体では異なる傾向が示さ

れ，なぜ、さし穂の母樹齢によって異なる傾向を示したか

は不明であり，今後の課題となった。また，今回の試験で

は母樹数が少なく，さし穂の長さと発根本数の明確な関係

を示すことができなかった。前年枝長と発根数という量的

な検討はできたが，どこの枝から採穂したのかといった穂

の質，またどのような発根状態かといった根の質について

は検討されていない。今後は採穂の個体数を増やし，穂や

根の質についても考える必要があるだろう。 
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図－１． 発根したさし穂（当年枝を含む前年枝） 

 
図－２． 発根と平均穂長 

注）バーは標準偏差，n は個体数，***は 0.１％で有意差，

ｎ.sは非有意差を示す。 

 

図－３． 発根数と穂長の関係 

注）ｒは相関係数，***は 0.１％で有意差，ｎ.s は非有意

差を示す。 
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